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-
町
の
人
口
・

町の鳥=ひばり/町の花=れんげ/田了の木=乙女椿

男 6，015人(+10) 

女 5，792人(+3 ) 

計 11，807人(+13) 

世帯数 3，744戸(+12) 

11月1日現在( )内は前月比

、.
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保
健
衛
生
だ
よ
り
・
・
.

-
は
月
の
こ
よ
み

「ワーイ!! お母さん。トランポリンて楽しいね」一一 町教育

委員会主催による「親子体操教室」が10月からの計4回、町中央公

民館で開かれました O

乙の教室で子供たちは、卜ランポリンやマット、鉄棒、平均台な

どに挑戦。初めは恐る恐る体を動かす子供たちも、お母さんに補助

してもらううちに慣れはじめ、元気よく跳びはねたり、ころがった

リ。お母さんといっしょに楽しく体を動かしました。
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町

下水道事業

私
達
の
ま
ち
「
昭
和
町
」
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知

の
と
お
り
甲
府
盆
地
の
中
央
に
位
置
し
、
交
通
の
便

も
よ
く
、
緑
に
固
ま
れ
た
「
緑
と
産
業
」
の
町
で
す
。

し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
と
人
口
増
加
に
伴
う
汚

水
の
増
大
に
よ
り
、
子
供
達
が
元
気
に
遊
び
、
ま
た
、

ふ
な
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
泳
い
で
い
た
き
れ
い
な
川
は
、

残
念
な
が
ら
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
や
が
て
魚
も
住
め
な

い
よ
う
な
「
死
ん
だ
川
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
町
で
は
、
生
活

環
境
の
整
備
充
実
を
は
か
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
下
水
道
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

春日日百
下
水
道
で

快
適
な
生
活
環
境
と
美
し
い
自
然
を

、・司町
一，

‘よーも・
λ ・.. ~ ol 
6・H

下
水
道
は
、
長
い
年
月
と
多
額
の
費

用
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
近
代
都
市
に

は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
施
設
で
す
。

こ
の
よ
う
な
下
水
道
建
設
を
行
う
に
は
、

町
民
の
皆
き
ん
の
理
解
あ
る
ご
協
力
を

頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
下
水
道
に
つ

い
て
よ
り
理
解
し
て
頂
く
た
め
、
シ
リ

ー
ズ
で
下
水
道
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
初
め
は
、
「
下
水
道
つ
て
な
に
?
」

と
言
っ
た
簡
単
な
こ
と
か
ら
考
え
て
い

主
」
土
品
1

しょ、っ。

下
水
道
つ
て
な
あ
に
?

昔
は
、
ど
こ
の
川
で
も
水
遊
び
ゃ
魚

釣
り
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

で
は
、
川
や
海
の
よ
ご
れ
が
ひ
ど
く
な

り
、
水
遊
び
ゃ
魚
釣
り
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
に
川

や
海
が
よ
ご
れ
る
の
か
を
話
し
合
っ
て

み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
家

庭
で
使
わ
れ
だ
水
が
ど
こ
へ
流
れ
て
い

く
の
か
を
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
家
庭
で
使
わ
れ
て
よ
ご
れ
た
水

は
、
川
や
海
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
今

の
よ
う
に
、
人
が
た
く
さ
ん
ふ
え
、
た

く
さ
ん
の
水
が
使
わ
れ
、
こ
れ
が
川
や

海
に
そ
の
ま
ま
流
れ
る
と
よ
ご
れ
も
ひ

ど
く
な
り
、
や
が
て
悪
臭
を
放
っ
た
り
、

魚
が
住
め
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で

そ
の
ま
ま
流
さ
な
い

で

一
ヵ
所
に
集
め

て
よ
ご
れ
を
取
り
除
き
、
き
れ
い
に
処

理
し
て
、
川
や
海
に
流
し
ま
す
。

こ
の

よ
う
な
働
き
を
す
る
の
が
下
水
道
で
す
。

下
水
道
で
く
ら
し
は

ど
う
変
わ
る
の
?

よ
ご
れ
た
水
を
川
や
海
に

水
の
サ
イ
ク
ル
を
正
常
に
し
て
、
よ

ご
れ
た
川
や
海
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
く

れ
る
下
水
道
。

こ
の
下
水
道
が
で
き
る

と
私
達
の
く
ら
し
は
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

A.自然と生活環境を守って くれる下水道。

現在、工事が急ピッチで進め られていま

す。 (上河東地区内で)

会

C
ト
ふ

下
水
道
で
雨
水
渠
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
大
雨
が
降
っ
て
も
す
ぐ
排
水
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
切
な
生
命
や
財

産
を
浸
水
か
ら
守
り
ま
す
。

家
庭
な
ど
か
ら
の
き
た
な
い
水
が
、
直

接
川
に
流
れ
込
む
こ
と
が
な
く
な
る
の

で
、
青
く
澄
ん
だ
き
れ
い
な
川
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。

も

き
た
な
か
っ
た
ド
ブ
や
側
溝
が
き
れ
い

に
な
り
、
蚊
や
蝿
な
ど
の
害
虫
や
恐
ろ

し
い
伝
染
病
を
防
ぎ
、
き
れ
い
で
安
心

し
て
住
め
る
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

広報しよろわ 63.12.1②

浄
化
槽
が
な
く
て
も
水
洗
便
所
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
、
衛
生
的
で
快
適
な
く

ら
し
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
然
と
私
達
の
く
ら

し
を
守
っ
て
く
れ
る
下
水
道
。
緑
豊
か

な
昭
和
町
の
自
然
を
守
り
、
明
る
く
快

適
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
今
、
下
水

道
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
施
設
な
の

で
す
。

町
で
は
、
現
在
、
上
河
東
地

二
ω一
区
を
中
心
に
工
事
を
進
め
て
い

川
い
一
ま
す
。

J

さ
一
下
水
道
工
事
は
、
人
や
車
の

J

だ
一
交
通
事
情
を
悪
く
し
た
り
、
一

川
ぱ
一
時
的
に
付
近
の
環
境
を
悪
化
き

む
一
せ
た
り
、
そ
の
ほ
か
、
な
に
か
と

〉
訂
一
皆
き
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ

川
こ
一
と
が
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

〉
事
一
こ
う
し
た
こ
と
を
、
最
小
限

い
工
一
に
し
よ
う
と
下
水
道
工
事
は
、

J

道
一
最
新
の
技
術
と
工
法
を
採
用
し

川
水
一
て
、
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
ま

川

円
一
す
。
お
近
く
で
下
水
道
工
事
を

川
似
以
一
行
う
場
合
に
は
、
皆
き
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



町民サービスの

向上をめざして

オンライン始動

住
民
記
録
、
印
鑑
登
録
証
明
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
、
十
二
月
一
日

よ
り
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
は
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
・
中
央
自

動
車
道
の
開
通
な
ど
に
よ
り
甲
府
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
昭
和
五
十
六

年
ご
ろ
か
ら
急
激
に
人
口
が
増
加
し
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町
の
事

務
も
年
々
多
様
化
。
こ
の
た
め
、
行
政

事
務
の
合
理
化
と
経
費
節
減
に
努
め
よ

う
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
つ
い
て
検

討
が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
度
の
稼
働
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
、
税
務
、
福
祉
・
教
育
な
ど
の

分
野
へ
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
を
進
め

住
民
情
報
と
し
て
一
括
処
理
で
き
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
計
画
し
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑮

鑑
登
録
切
り
替
え
は

平
日
の
ご
利
用
を

l

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
よ
っ

、
て
印
鑑
登
録
手
帳
が
磁
気
カ

l
ド
に
切

別
行
り
替
わ
り
ま
す
。
住
民
課
窓
口
は
土
曜

仏
同
日
、
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
切

ヰ
劫
り
替
え
手
続
き
は
比
較
的
す
い
て
い
る

入
が
平
日
を
ご
利
用
く
だ
き
い
。

導
上
タ

向
一
の
ユ
ス

ド』

ν」
ン
一
コ
サ

企

詳
し
い
手
続
き
は
、
広
報
十
一
月
号

を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
住
民
課
(
宮

市
|

2
ー
ー
ー
内
線
⑫
③
@
)
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
グ

町
政
モ
ニ
タ
ー

M
人
を
委
嘱 い
い
町
昭
和

A泉町長カ、ら委嘱状を受ける田T政モニターの方々。

「住みよい町づくり jのためにご協力お願いします。

町
で
は
、
第
一
次
町
政
モ
ニ
タ
ー
の

任
期
満
了
に
伴
な
い
、
二
十
四
名
の
皆

さ
ん
を
新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
「
町
民
こ
そ
町
政
の
主

人
公
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
昭
和
六

十
一
年
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
各
地
区

の
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
普
段
感
じ
て

い
る
こ
と
や
行
政
に
対
す
る
意
見
な
ど

身
近
な
問
題
を
寄
せ
て
も
ら
い
、
こ
れ

か
ら
の
町
政
に
反
映
き
せ
て
い
こ
う
と

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
第
一

次
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
ご
意
見
で

議
場
傍
聴
席
の
改
良
や
道
水
路
、
通
学

路
の
改
良
、
中
央
自
動
車
道
側
道
の
街

司
川
-Aω
邸
mvgnω
色
。
町
消
防
団

戸
U
一
県
消
防
団
員
総
合
訓
練
大
会
で
準
優
勝

八
月
号
で
紹
介
し
た
昭
和
町
消
防
団

が
十
月
二
十
三
日
、
県
消
防
学
校
で
行

わ
れ
た
第
二
十
四
回
県
消
防
団
員
総
合

訓
練
大
会
で
見
事
準
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
県
下
二
十
八
消
防

団
約
四
百
人
が
参
加
し
て
、
消
防
訓
練

礼
式
や
消
防
ポ

ン
プ
操
法
な
ど
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
六
名
の

代
表
選
手
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

出
場
。
大
会
で
は
、
規
律
や
正
確
さ
、

速
さ
が
問
わ
れ
る
た
め
、
四
月
か
ら
基

礎
訓
練
を
始
め
、
ポ
ン
プ
操
法
や
放
水

訓
練
を
繰
り
返
し
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
練
習
の
成
果
が
実
り
見
事
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
と
代
表
選
手
の
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

V
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

①
境
川
村
消
防
団
②
昭
和
町
消
防
団

③
小
淵
沢
町
消
防
団

V
選
手
名

(
敬
称
略
)

小

林

孝

志

村

武

夫

野

沢

幸

仁

望

月

正

喜

長

瀬

博

志

三

谷

友

男

燈
設
置
な
ど
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
式
は
十
月
二
十
八
日
、
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
泉
町

長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
き
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略
)

西

条

一

区

米

山

紀

窪

田

京

子

西
条
二
区
石
原
政
彦
若
尾
多
美
子

清

水

新

居

保

坂

敏

弥

五

味

真

澄

西

条

新

田

堀

内

照

夫

伊

藤

勝

美

押

越

清

水

平

有

賀

一

江

河
東
中
島
戸
倉
照
雄
鷹
野
た
つ
子

紙

漉

阿

原

野

沢

善

久

大

坪

智

子

築

地

新

居

窪

田

勉

磯

部

さ

だ

子

飯

喰

堀

内

正

美

高

野

た

け

子

河

西

今

村

大

和

小

野

間

宣

子

上

河

東

佐

野

家

幸

保

坂

達

子

上
河
東
二
区
大
高
朝
男
小
宮
千
賀
子

大
会
で
活
躍
し
た
代
表
選
手
の
皆
さ
ん
。

私
達
も
日
頃
の
活
動
に
感
謝
し
て
火
災
を

‘
お
こ
さ
ぬ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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第2回

町
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場

キ、

ネ

ス

E
V
じ

bv~
、F

N
W
叫虫
P

ドい

町

第

2
田
町
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
「
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
」
ガ
十
月
九
回
、
押
原
中
学
崎

町

校

々

庭

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

崎

町
こ
の
臼
は
、
親
子
連
れ
や
チ
ビ
ツ
コ
達
を
中
山
に
約
八
百
人
が
参
加
。
男
女
川

町
年
齢
別
巳
分
れ
て
竹
馬
競
争
や
ゴ
ム
長
靴
投
げ
な
ど
十
八
種
目
を
競
い
合
い
ま
崎

町

し

た

。

崎

町
参
加
者
は
、
町
の
ギ
ネ
ス
記
録
を
塗
り
換
え
よ
う
と
一
つ
ひ
と
つ
の
種
目
に
崎

町
全
力
で
挑
戦
。
新
記
録
が
生
ま
れ
る
だ
び
に
、
応
援
に
詰
め
掛
け
だ
観
客
か
ら
崎

町

大

き

な

拍

手

か

送

ら

れ

て

い

ま

し

だ

。

ゆ

W

A

フ

年

の

ギ

ネ

ス

チ

ャ

ン

ピ

オ

ン

は

次

の

方

々

で

す

。

叫

-

年

齢
別
ク
ラ
ス

DIA 

3叫 B 丞力
才| 川
台 IC 児
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才
台

叩
才
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V
叩
秒
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チ
ャ
レ
ン
ジ
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m
岨
腕

争

A
男
野
沢
敏
樹
(
西
条
一
区
)
お
秒

U

B

男
深
沢
知
路
(
押
越
)
日
秒

m
w
B
女
佐
藤
洋
江
(
西
条
二
区
)

日
秒

m

c男
小
宮
山
剛
司
(
西
条

二
区
)
日
秒
お

C
女

高

橋

泰

子

(

押
越
)
日
秒
日

D
男

中

津

康

三

(

甲
府
工
高
)
日
秒
万

E
女

鷹

野

真

由
美
(
上
河
東
二
区
)
げ
秒
お

F
男

鈴
木
誠
二
(
河
西
)
日
秒

%

F

女

保
坂
文
子
(
上
河
東
)
げ
秒
釘

G
男

横
内
和
美
(
築
地
新
居
)
日
秒
ω

G

(
敏
称
略
〉

女
井
上
節
子
(
上
河
東
)

日
秒
間
山

H
男

三

神
智
房

(
押
越
)

日
秒

ω

H
女
河
田
み
つ
江
(
紙
漉
阿
原
)
印

心
ノ
「
ひ

エホーハ
UVコ

ー
ル
を
目
指
し
て
力
走

50 

虚血

思兄

争

m 

A
男
志
村
直
樹
(
西
条
一
区
)
ロ
秒

凶

A
女
黒
田
裕
美
(
築
地
新
居
)

日
秒
日

B
男
佐
野
圭
太
(
西
条
二

区
)

7
秒
U

B

女
佐
藤
洋
江
(
西

条
二
区
)

8
秒

ω

c
男

谷

崎

泰

晴

(
西
条
新
田
)

6
秒
臼

C
女

大

浦

香
織
(
紙
漉
阿
原
)

8
秒
m

D

男

中
津
康
三
(
甲
府
工
高
)

7
秒
m

E

男
中
込
正
男

8
秒
M
W
E
女

鈴

木

静
香
(
清
水
新
居
)

8
秒
%

F

男

佐
野
成
男
(
西
条
一
区
)

7
秒

ω
F

女
保
坂
文
子
(
上
河
東
)

8
秒
引

G
男
横
内
和
美
(
築
地
新
居
)

7
秒

m

G

女
名
執
明
美
(
飯
喰
)

9
秒

臼

H
男
三
神
智
房
(
押
越
)
7
秒

ω

H

女
河
田
み
つ
江
(
紙
漉
阿
原

)

9
秒
礼

転
倒
、
転
倒
、

パ
ッ
ク
で
ゴ
ー
ル

刊

m
後
跳
び
競
争

B
男
相
沢
紀
章
(
上
河
東
二
区
)
ロ

秒
C

B

女
佐
藤
洋
江
(
西
条
二
区

)
日
秒
U

C

男
笠
井
直
仁
(
西
条

二
区
)
日
秒

U

D

男

紫

田

晃

次

(

甲
府
工
高
)
日
秒
沌

E
男

塩

田

真

二

(
西
条
新
田
)
日
秒

M

E

女

均

万
美
枝
子
お
秒
臼

F
男
保
坂
正
造

(河
西
)
ロ
秒

ω
F女
保

坂

文

子

(上
河
東
)
日
秒
ω

G

男

伊

藤

浩

(
紙
漉
阿
原
)
日
秒
ω

G

女

諏

訪

田
藤
子
(
西
条
二
区
)
げ
秒
日

H
男

輿
石
哲
夫
(
築
地
新
居
)
日
秒

ω

H

女
河
田
み
つ
江
(
紙
漉
阿
原
)
げ
秒

つ臼
円
六
UV
あ
せ
ら
ず
、

落
着
い
て

ゆ
っ
く
り
、

竹

馬
~:lE 

E兄

争

A
女
小
林
千
鶴
(
河
西
)
1
分
お
秒

ω

B

男
深
沢
研
一
(
築
地
新
居
)

日
秒

H

B

女
鷹
野
理
恵
(
上
河
東

二
区
)
日
秒
幻

C
男

中

込

一

也

(

西
条
二
区
)
日
秒
日

C
女

高

橋

泰

子
(
押
越
)
必
秒

ω

D男
井

沢

哲

也
(
甲
府
工
高
)

8
秒
M

E

男

山

畠
克
博
(
河
東
中
島
)
叩
秒

m

F
男

鈴
木
誠
二
(
河
西
)
お
秒
ω

G

男

山
下
肇
(
河
東
中
島
)
7
秒
九

G
女

飯
野
栄
子
(
上
河
東
二
区
)
げ
秒
牡

H
男
油
川
行
広
(
河
西
)
日
秒
幻

H
女
栗
原
恵
美
子
(
築
地
新
居
)
幻

秒

ω
V
全
身
の
パ
ネ
を
使
っ
て

ジ
ャ
ン
プ

走
り
巾
跳
び

A
男
小
野
原
和
仁
(
清
水
新
居
)
1

m

∞
A
女
小
林
千
鶴
(
河
西
)

l

m
お

B
男
山
本
利
夫
(
西
条
二
区

)
3
m
m
ω
B
女
佐
藤
洋
江
(
西
条

二
区
)
3
m
ロ

C
男
鷺
山
仁
(
紙

漉
阿
原
)
4
m
叫

D
男

荻

野

幹

(

甲
府
工
高
)
4
m
侃

E
男
塩
田
真
二
(
西
条
新
田

)
4
m

m
∞

E
女
鈴
木
静
香
(
清
水
新
居
)

2
m
m∞

F
男
保
坂
正
造
(
河
西
)

4

m

H

F
女
小
林
文
子
(
河
西
)

2
m
M
U
G
男
伊
藤
浩
(
紙
漉
阿
原

)

4

m

ω

G
女
井
上
重
代
(
上
河

東
)
2
m
お

H
男
輿
石
哲
夫
(
築

地
新
居
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3
m
お

H
女

河

田

み

つ

江
(
紙
漉
阿
原
)
2
m
印
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三

段

跳

び

B
男
高
橋
辰
平
(
築
地
新
居
)
7
m

げ

B
女
飯
野
敬
子
(
上
河
東
二
区

)
7
m
幻

C
男
笠
井
直
仁
(
西
条

二
区
)
7
m
m川

D
男
荻
野
幹
(
甲

府
工
高
)
9
m
幻

E
男

海

野

治

雄

(
押
越

)
8
m

∞
F
男

深

沢

泰

二

9
m
幻

F
女
相
原
二
恵
(
飯
喰
)

6

m

ω

G
男
小
沢
勝
己
(
飯
喰
)

8
m
m
ω
G
女
井
上
節
子
(
上
河
東

)

6

m

m

H
男
輿
石
哲
夫
(
築
地

新
居
)
7
m
M
W
H
女
斉
藤
も
と
代

(
西
条
二
区
)
4
m
鎚

V
直
径
4
m
の
円
内
か
ら

全
身
の
力
を
こ
め
て

砲

丸

投

げ

C
男
笠
井
直
仁
(
西
条
二
区
)
8
m

侃

D
男
深
田
孝
尚
(
甲
府
工
高
)

9
m
お

E
男
山
畠
克
博
(
河
東
中

島
)
8
m
幻

F
男
深
沢
克
男
(
西

条
二
区
)
日

m
乃

F
女

本

宮

和

代

(
上
河
東
)

8

m

ω

G
男

小

野

原

一
(
清
水
新
居
)
日

m
m
ω
G
女

畑

野
純
子
(
押
越
)

7

m

ω

H
男

鷹

野
敏
夫
(
河
東
中
島
)
日

m

M

H
女

河
田
み
つ
江
(
紙
漉
阿
原

V
6
m
剖



V
風
を
き
っ
て
一
直
線

フ
リ
ス
ビ
ー
遠
投

A
男
志
村
直
樹
(
西
条
一
区
)
8
m

初

A
女
小
林
千
鶴
(
河
西
)
3
m

m
ω
B
男
坂
橋
優
也
(
西
条
二
区
)

m
m
印

B
女
橘
田
聡
子
(
築
地
新

居
)
弘
m
m叩

C
男
鷺
山
仁
(
紙
漉

阿
原
)
ぬ
m
日

C
女

高

橋

泰

子

(

押
越
)
7
m
叩

D
男

深

田

孝

尚

(

甲
府
工
高
)
日
m
初

F
男

佐

野

成

男
(
西
条

一
区
)
幻

m
初

F
女

本

宮
和
代
(
上
河
東
)
日

m
印

G
男

小
林
功
人

(西
条

一
区
)
幻

m
m
G

女
青
木
久
江
(
清
水
新
居
)
げ

mω

H
男
有
井
哲
美
(
河
西
)
凶

m
m

H
女
中
田
セ
ツ
(
西
条
二
区
)
日

m

ハU
月

iV
カ
ン
ガ
ル
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に
な
っ
た
気
分
で

袋

び

B
男
佐
野
圭
太
(
西
条
二
区
)
時
秒

万

B
女
樋
口
綾
子
(
河
西
)
幻
秒

ω

c男
鷺
山
仁
(
紙
漉
阿
原
)
時

秒
閃

D
男
秋
山
秀
紀
(
西
条
二
区

)
日
秒
お

E
男

中

込

正

男

日

秒
M
M

F
男
鈴
木
誠
二
(
河
西
)
口
秒
ロ

F
女
野
沢
ふ
じ
こ
(
西
条
一
区
)
幻

秒
必

G
男
伊
藤
浩
(
紙
漉
阿
原
)

日
秒
∞

G
女
神
宮
寺
佳
代
子
(
紙

漉
阿
原
)
却
秒

ω

H
男

長

田

善

貞

(
清
水
新
居
)
悶
秒

m

H

女

河

田

み
つ
江
(
紙
漉
阿
原
)
認
秒
お

と

V
楽
し
く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
巳

縄

と

び

A
女
小
林
千
鶴
(
河
西
)
却
秒

男
手
崎
剛
(
押
越
)

3
分
出
秒

B

女
佐
藤
洋
江
(
西
条
二
区

)
4
分
日

秒

C
男
細
田
夏
樹
(
上
河
東
)

5

分
日
秒

C
女
大
野
真
紀
(
紙
漉
阿

原
)
l
分
幻
秒

D
男

大

村

健

二

(

甲
府
工
高
)

7
分
∞
秒

E
女

中

村

い
づ
み
(
西
条
二
区
)

2
分
∞
秒

F

男
輿
石
正
秀
(
築
地
新
居
)

5
分
孔

秒

F
女
大
日
方
き
み
子
(
西
条
新

田
)

3
分
位
秒

G
男

飯

野

弘

(

上

河
東
二
区
)

7
分
∞
秒

G
女

井

上

節
子
(
上
河
東
)

1
分
幻
秒

H
男

鷹
野
敏
夫
(
河
東
中
島
)
日
秒

H
女

河
田
み
つ
江
(
紙
漉
阿
原

)
1
分
目
秒

V
全
体
重
を
両
腕
に
任
せ
て

腕

立

て

伏

せ

A
男
小
野
原
和
仁
(
清
水
新
居
)

8

回

B
男
堀
井
勲
(
築
地
新
居
)
削

回

B
女
深
沢
千
恵
(
河
西
)
日
回

C
男
佐
藤
康
弘
(
西
条
二
区
)
侃
回

C
女
高
橋
泰
子
(
押
越
)

8
回

D

男

秋

山

秀

紀

(西
条
二
区
)
山
田

E
男
中
込
正
男
羽
田

E
女

中

村

い
づ
み

(西
条
二
区
)
日
回

F
男

鈴
木
辰
巳
(
清
水
新
居
)
加
回

F
女

本
宮
和
代
(
上
河
東
)
お
回

G
男

飯
野
弘
(
上
河
東
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回

H
男

清

水
裕
(
押
越
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回
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河

田

み

つ
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(
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漉
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デ
ィ
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垂

B
男
山
本
利
夫
(
西
条
二
区
)
ロ
回

B
女
柳
本
知
恵
子
(
河
東
中
島
)

5

由一

C
男
鷺
山
仁
(
紙
漉
阿
原
)
日

回

D
男
紫
田
晃
次
(
甲
府
工
高
)

却
回

F
男
田
口
高
信
(
紙
漉
阿
原

)η
回

G
男
深
沢
武
重
(
築
地
新

居
)
叩
回

G
女
井
上
重
代
(
上
河

東
)

4
回

H
男
輿
石
哲
夫
(
築
地

新
居
)

5
回

H
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河

田

み

つ

江

(

紙
漉
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)

2
回
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げ
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、
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豪
速
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ボ
ー
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投
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ス
ピ
ー
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定
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m
/

3
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m
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m
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/
h
)

B
男
堀
井
勲
(
築
地
新
居
)
礼
1m

B
男
田
島
順
(
河
東
中
島
)
川
1m

B
女
高
石
綾
乃
(
上
河
東
二
区

)η

同

C
男
杉
本
厚
(
西
条
新
田
)

笠
井
直
仁
(
西
条
二
区
)
小
宮
山
剛

司
(
西
条
二
区

)

M

M

D
男

深

田

孝
尚
(
甲
府
工
高

)

m

M

F
男

佐

野
成
男
(
西
条

一
区

)
m

M

F
女

本
宮
和
代
(
上
河
東
)
四
阿

G
男

江
間
孝
文
(
西
条
二
区
)
小
林
功
人

(
西
条
一
区
)
間
同

G
女

諏

訪

田

藤
子
(
西
条
二
区

)

m

M

H
男

長

田
善
貞
(
清
水
新
居
)
山
川

H
女

川
又
照
子
(
河
東
中
島
)
日
同

V
あ
し
だ
天
気
に
な
j
れ

ゴ
ム
長
靴
投
げ

A
男

志

村

直

樹

(西
条
一
区
)
3
m

ω

A

女
小
林
千
鶴
(
河
西
)
3
m

m

B

男
佐
野
圭
太
(
西
条
二
区
)

口

m

m

B
女

飯

野

敬

子

(
上
河
東

二
区
)
日

m
ω
c男
笠

井

直

仁

(

西
条
二
区

)
m
m
∞

D
男

関

修

(

甲
府
工
高
)
お

m
ω
E男
山

畠
克

博
(
河
東
中
島
)
四
m
m∞

F
男

田

口
高
信
(
紙
漉
阿
原
)
包

m
卯

F
女

保
坂
文
子
(
上
河
東

)
m
m
m
G男

小
林
功
人
(
西
条
一
区
)
初

m
∞

G

女
諏
訪
田
藤
子
(
西
条
二
区
)
印

m

m

H

男
鷹
野
敏
夫
(
河
東
中
島
)

幻
m
初

H
女

河

田

み

つ

江

(紙
漉

阿
原

)
m
m
初

V
お
祭
り
気
分
で
、
そ
j
れ

輪

投
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A
男
小
野
原
和
仁
(
清
水
新
居
)

9

点

A
女
黒
田
裕
美
(
築
地
新
居
)

お
点

B
男
吉
川
淳
(
河
西
)
位
点

B
女
河
澄
佐
知
子
(
河
東
中
島
)
お

点

C
男
向
山
浩
二
(
西
条
一
区
)

幻
点

C
女
大
浦
香
織
(
紙
漉
阿
原

)
ロ
点

D
男
大
村
健
二
(
甲
府
工

高
)
犯
点

E
男
山
畠
克
博
(
河
東

中
島
)
日
点

E
女
鈴
木
静
香
(
清

水
新
居
)
加
点

F
男

深

沢

泰
二

お

点

F
女
野
沢
ふ
じ
子
(
西
条
一
区

)
弘
点

G
男
佐
藤
弘
(
西
条
二
区

)
加
点

G
女
井
上
節
子
(
上
河
東

)μ
点

H
男
長
田
善
貞
(
清
水
新

居
)
日
点

H
女
薬
袋
京
子
(
上
河

東
二
区
)
訂
点

⑤ 63.12.1広報しよろわ



V
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、

よ
り
速
<

片
足
ケ
ン
ケ
ン

A
男
小
野
原
和
仁
(
清
水
新
居
)
辺

秒
但

A
女
小
林
ち
ず
る

(河
西
)

ロ
秒
け

B
男
相
山
一
茂
(
西
条
新

田
)
8
秒
日

B
女
塩
田
理
恵
(
西

条
新
田

)
8
秒
卯

C
男

堀

井

征

司

(
築
地
新
居
)
日
秒
必

D
男

荻
野

幹

(甲
府
工
高
)
日
秒

ω

E

男

塩

田
真
二
(
西
条
新
田
)
日
秒
幻

E
女

鈴
木
静
香

(
清
水
新
居
)
日
秒
m

F

男

輿
石
正
秀

(築
地
新
居
)
日
秒
日

F
女

井
上
み
づ
江

ロ
秒
幻

G
男

堀
井
長
光

(築
地
新
居
)
叩
秒
出

G

女

飯
野
栄
子
(
上
河
東
二
区
)
日
秒

M
W
H
男

鷹

野

敏

夫

(河
東
中
島
)

ロ
秒

ω

H

女
川
又
照
子
(
河
東
中

島
)
日
秒
臼

V
力
い
っ
ぱ
い

歯
を
く
い
し
ば
っ
て

握

測

定

A
男
小
野
原
和
仁
(
清
水
新
居
)
右

3
・

ω匂
左

3
・
∞
匂

A
女

小

林

千
鶴
(
河
西
)
右
5
・
∞
匂
左
3

・
m

同

B
男
佐
野
圭
太
(
西
条
二
区
)

右
辺

-
m匂
左
お
・

ω匂

B
女

秋

山
由
里
(
西
条
二
区
)
右
ぬ
・
日
同
左

お
・
∞
匂

C
男
長
田
英
之
(
河
東

中
島
)
右
回
・
∞
匂
左
幻

-
m
k
c

女
大
浦
否
織
(
紙
漉
阿
原
)
幻
・

ω

同
左
mu

・
∞
均

D
男

秋

山

秀

紀

(

西
条
二
区
)
右
日

・
∞
い
時
左
必
・
日
比

E
男
中
込
正
男
右
叫
・
日
比
左

ω
・

カ

∞
同

E
女
中
村
い
づ
み
(
西
条
二

区
)
右
お
・
日
同
左
お
・
∞

K

F
男

保
坂
正
造
(
河
西
)
右
回
・
∞
同
左
幻

・
∞
同

F
女
柳
本
、
つ
め
子
(
河
東

中
島
)
右

ω
・
∞
均
左
お

-
m
K
G

男
黒
田
幸
夫
(
築
地
新
居
)
右
臼
-

m同
左

ω
・
日
比

G
女

井

上

重

代

(
上
河
東
)
石
川
ぷ
・
切
均
左
お
・
∞
匂

H
男
鷹
野
敏
夫
(
河
東
中
島
)
右
U

-
∞
均
左
幻

-
m
K

H
女

川

又

照

子

(河
東
中
島
)
M
-
m
匂
左
お
・
∞

p
b
 

'
bh
 γホ
ー
ル
ガ
大
き
く
て
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
戦

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

A
男

小
林
大
介

(河
西
)
4
m
m

A
女

小
林
千
鶴

(河
西
)
5
m
ω

B
男
高
橋
辰
平
(
築
地
新
居
)
お

m

ω

B

女
奥
野
利
恵
(
押
越
)
凶

m

m
ω
C
男
細
田
夏
樹
(
上
河
東
)
辺

m

ω

D
男
荻
野
幹
(
甲
府
工
高
)

お

m

m

E
男

中

込

正

男

四

m
m

E
女
鷹
野
真
由
美
(
上
河
東
二
区
)

m

m

m

F
男
鈴
木
誠
二
(
河
西
)

訂

m

m

F
女
本
宮
和
代
(
上
河
東

)
幻

m

m

G
男
小
林
功
人
(
西
条

一
区
)
ω
m
ω
G
女

畑

野

純

子

お

m
∞

H
男
鷹
野
敏
夫
(
河
東
中
島

)
ω
m
∞

H
女
河
田
み
つ
江
(
紙

漉
阿
原
)
m
m
m山

優
勝
グ
A
級
リ
ー
ダ
ー
農
協
ソ
フ
ト
部
A

B
級
リ
ー
ダ
ー
藤
ク
ラ
ブ

果〉〈結ーグ戦

+』。場ドU同カ占川勝
&
巾占
…
る
勝

よ

十
A

V

-

』

位

率

順
勝

※
 

空
手
道
は
、
日
本
古
来
の
武
道
の

一

町

空

手

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

つ
で
す
。
身
体
の
鍛
練
と
共
に
、
精
神

【
第

8
回

】

や

人

格

の

向

上

に

も

役

立

ち

ま

す

。
見

少
年
空
手
道
大
会
開
催
て
み
よ
う
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ

圏
B
E
BE
E
-
-
E
E
E司
1
1
11

る
方
は
ど
し
ど
し
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

川

幽
圃
・
圃

--a湖、一
一

ま
た
、
随
時
部
員
の
募
集
を
行
っ
て
い

幽
聞
酒
門

泊

，

h
-1
dwr
L

ま
す
の
で
、

奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

¥;r
ep
-ぷν
・
日
時
十
二
月
十
八
日
目
午
前
八
時

際
U
E・
・

a
，S注γ
;ト一段
誕
議
4

か
ら
午
後
一
時
ま
で

h

e--、14苛
-hh
J
~J
・
場
所
西
条
小
学
校
体
育
館

幽
-
圃
E
目
掛
1
it
J明
、

，
司

J

※
連
絡
先
町
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

幽
・
園
調
.
.
 
，
臥
m
u
b

(

代
表
森
田
宮
万
ー
1
4
5
5
8
)
ま

E

・E
・--E醜
F
il
-
-

で。

い

企プレーオフの結果、西条新田クラブを敗り、 A級

リーグで優勝した昭和農協ソフト部Aチーム。

昭
和
六
十
三
年
度
町
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
戦
が
十
一
月
十
日
を
最
終
に
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
両
リ
ー
グ
と

も
最
後
の
最
後
ま
で
も
つ

れ
、
プ
レ

l
オ
フ
の
結
果
、

A
級
リ
ー
グ
は
農
協
ソ
フ

ト
部
A

(
塩
田
務
監
督
)

が、

B
級
リ

l
グ
で
は
藤

ク
ラ
ブ
(
渡
辺
茂
監
督
)

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し

た
。
今
回
の
結
果
に
よ
り
、

B
級
リ
ー
グ
上
位
三
チ
ー

ム
が

A
級
リ
ー
グ
に
昇
級

し、

A
級
リ
ー
グ
下
位
三

チ

l
ム
が

B
級
リ
ー
グ
と

入
れ
替
わ
り
来
期
の
リ
ー

グ
戦
が
争
わ
れ
ま
す
。

ソフトボール

【A級リーグ1

順位 チーム名 勝 負 介 勝点

1 農協ソフト部A 6 3 o I 21 

2 西条新田クラブ 6 3 o I 21 

3 西条二区 B 5 3 1 I 20 

4 中島クラブ 5 4 o I 19 

5 西条 一 区 4 4 l 18 

6 フ ビ 、y 4 5 O 15 

7 上河東二区 3 6 O 15 

8 阿原クラブ 3 6 O 13 

9 米山実業 O 8 l 

参~-考鎧 昭和クラブ 7 l ~ 

広報しよろわ

※昭和クラブは、特別参加のため参考

記録として集計。

63.12.1⑥ 

【B級リーグ]

l慎伯 チーム名 勝 負 介 勝点

l 藤 ク フ ブ 10 2 o I 32 

2 西条 二 区 A 11 l o I 32 

3 日 立 甲 府 9 3 o I 30 

4 築 地クラブ 9 3 o I 28 

5 クリエート宅間 8 4 o I 28 

6 上河東クラブ 6 6 o I 24 

7 西条一区べアーズ 5 7 o I 22 

日 1飯喰フレンダーズ 4 8 o I 20 

クボタ グッティーズ 4 8 O 20 

I() 河西 ク ラブ 5 7 o I 16 

11 昭和つばきクラブ 3 9 O 16 

農協ソフト部 B 3 9 O 12 

1:， 清水スライダーズ 1 11 O 6 



保

育

所

の

入

所

申

受

付

及

び

説

明

会

主
一
明

*
受
付
期
間
:
:
:
六
十
四
年
一
月
十
七
日
j

三
十
一
日

昭
和
六
十
四
年
度
の
保
育
所
入
所
希

望
者
の
受
付
を
、
一
月
十
七
白
か
ら
三

十
一
日
ま
で
総
合
会
館
内
の
厚
生
福
祉

課
お
よ
び
、
各
保
育
所
で
行
い
ま
す
。

入
所
申
請
の
受
付
は
、
随
時
行

っ
て

い
ま
す
が
、
四
月
に
新
し
く
入
所
さ
れ

る
者
、
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
者

に
つ
い
て
も
こ
の
期
間
内
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
先
が
け
、
次
の
日
程
で
説
明

会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。
都
合
で
説
明
会
に
出
席
で
き

な
い
方
は
、
厚
生
福
祉
課
に
入
所
申
請

書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に

申
請
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

nbu

入
所
で
き
る
基
準

S

-
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し

...みんな元気な良い子でーす押原保育園で)

て
い
る
た
め
に
そ
の
児
童
の
保
育
を

す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

av
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と
か
け
は

な
れ
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。

-
両
親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
、
行
方
不

明
な
ど
に
よ
り
保
育
す
る
者
が
い
な

い
場
合
。

-
母
親
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に

障
害
が
あ
っ
た
り
出
産
の
前
後
で
あ

っ
た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
児
童
の

保
育
を
す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

-
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が
い

つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た

っ
て
い
て
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
場
合
。

説
明
会
の
日
程

i

|

十十 十十 十十 十十 日
九二 五二 一一
日月 日月 日月 日月
(月) 併す (刈 (月) F呈

保所育 押原 保育所和昭 保育所常永 保育所 上河東
所保

名育

保育所 押原 保育月庁:和昭 保所育 常永 保育所 上東河
の説

所場会明

午後 7時30介ー 9時 時 l

s
入
所
申
請
の
手
続

S

入
所
申
請
を
提
出
す
る
場
合
は
、
児

童
一
人
に
つ
き
一
枚
の
保
育
所
入
所
申

請
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す

る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

川
給
与
所
得
者
(
常
勤
の
場
合
)

昭
和
六
十
三
年
分
源
泉
徴
収
票
(
給

与
支
払
報
告
書
)
。
民
生
委
員
の
証
明
書
。

※
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、
両
方
の
源

泉
徴
収
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

凶
事
業
所
得
者
(
商
后
経
営
な
ど
)

昭
和
六
十
三
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
控
え
、
ま
た
は
、
税
務
署
の
発
行
す

る
所
得
納
税
証
明
書
。
民
生
委
員
の
証

明
書
。
(
た
だ
し
、
確
定
申
告
書
に
つ

い
て
は
三
月
十
五
日
の
確
定
申
告
終
了

日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。)

ω
給
与
報
告
書
の
と
れ
な
い
人

昭
和
六
十
三
年
度
町
民
税
及
び
固
定

資
産
税
の
課
税
額
証
明
書
(
役
場
税
務

課
発
行
)
。

民
生
委
員
の
証
明
書
。

※
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
以
降
の

転
入
者
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年

分
の
源
泉
徴
収
票
と
前
住
所
地
の
市
町

村
民
税
の
納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税
額

証
明
書
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
合
会
館
厚
生
福

祉

課

(

岱

河

1
2
4
4
4

内
線
刊

番
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

|
|
保
育
所
別
定
員
数
|
|

保育所上河東 保育所 常永 保育所押原 保育所和昭
所保

名育

上i東可
河
押越
西条四

七西
所

八
在

四
八 八 八 士也

五

一ノ」、 ーノ、 ムノ、 ーノム、ー F疋....， 

十名 十名 ー名ト 十名
貝

上河東 西河新築地居 紙瞳阿原押越 新西条回西条区
士也

上河 束河中島 区

東 日飯食
水新居清西条二区 名

区

j
j
/
 

』

彰

…

頭
痛
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
脳
動
脈
溜
は
一
度
破
裂
す
る
と
、
短

山

ま
す
が
、
今
回
は
く
も
膜
下
出
血
に
つ
期
日
の
内
に
再
破
裂
を
き
た
し
や
す
い

叩

い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
一

川

脳
は
軟
膜
、
く
も
膜
、
硬
膜
と
い
う
度
目
の
出
血
で
半
数
近
く
の
人
が
死
亡

三
層
の
膜
で
覆
わ
れ
、
軟
膜
と
く
も
膜
し
、
治
療
し
な
け
れ
ば
残
り
の

14が
…

と
の
聞
の
ス
ペ
ー
ス
を
く
も
膜
下
腔
と
再
出
血
で
死
亡
す
る
と
い
う
統
計
も
あ
り

山

い
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
脳
を
栄
養
す
る
大
変
こ
わ
い
病
気
で
す
。
ま
た
そ
の
出

虻

主
要
な
動
脈
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
血
は
、
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
あ
る
い
は

w

仰

の
ス
ペ
ー
ス
に
出
血
し
た
場
合
を
く
も
水
頭
症
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

~
'v 

川

膜
下
出
血
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
た
が

っ
て

い
ち
早
く
、
そ
の
再
出
血

山

や

出
血
の
原
因
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
を
手
術

(動
脈
溜
の
付
け
根
を
小
き
な

〆

川

り
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
多
い
も
の
は
脳
ク
リ

ッ
プ
に
て
閉
じ
る
)
に
よ

っ
て
防

v

…

動
脈
溜
の
破
裂
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
止
し
た
り
、
合
併
病
変
に
対
処
す
る
必

川

勺

れ
は
通
常
働
き
盛
り
の
年
齢
層
を
襲
い
、
要
が
あ
り
ま
す
。
手
術
に
ま
で
も

っ
て

引

い

頭
痛
の
中
で
も
も
っ
と
も
激
烈
な
い
た
い
け
れ
ば
そ
の
八
十
%
近
く
の
人
は
杜

山

‘
J

V

 

U

み
を
呈
し
ま
す
。
そ
の
い
た
み
は
突
然
会
復
帰
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
そ
の
場

以

山

に
発
症
し
、
棒
で
殴
ら
れ
た
よ
う
だ
と
合
、
く
も
膜
下
出
血
の
程
度
の
軽
い
方

江

川

か
、
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
だ
と
か
表
現
が
治
療
成
績
も
良
好
で
あ
り
ま
す
。

州Y 

M

き
れ
ま
す
。
さ
ら
に
意
識
が
障
害
さ
れ
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
く
も
膜
下
出

ω

ね

た
り
、
く
ぴ
が
硬
く
な
っ
た
り
、
吐
い
血
の
前
に
半
数
近
く
の
人
で
は
、
意
識

m

u

--

h

た
り
も
し
ま
す
。

障
害
を
伴
わ
な
い
頭
痛
発
作
や
め
ま
い

.申ヘ

~日

脳
動
脈
溜
と
い
う
も
の
は
く
も
膜
下
感
な
ど
の
異
常
を
訴
え
る
と
い
わ
れ
て

いん-

m

腔
内
の
動
脈
の
枝
分
か
れ
の
部
分
に
こ
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
経
験
し
た
こ
と
の
な

M
• 

吋

ぶ
状
に
生
じ
た
も
の
で
、
一
般
に
壁
が
い
よ
う
な
こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ

、、

川

、
っ
す
く
破
裂
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
き
に
は
脳
外
科
医
を
早
目
に
受
診

別

対・

そ
の
破
裂
に
よ
る
く
も
膜
下
出
血
は
、
し
、
こ
の
時
点
で
脳
動
脈
溜
の
発
見
に

山

町

時
、
所
を
選
ば
ず
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
努
め
る
こ
と
が
、
治
療
結
果
を
良
く
す

川

判

も
と
で
発
症
し
ま
す
が
、
と
く
に
排
便
、
る
意
味
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
し

悦

4

q

 

m

急
激
な
起
立
お
よ
び
前
屈
と
入
浴
時
に
ょ
う
o

m

p
多
い
よ
う
で
す
。

財
団
法
人
里
仁
会

恥

4

・'O
市品、・弘
pp内
紙
、
汚
h
I
s-
-
h
eげ

ta'MVり
F
q-CFt九〆。，
h''VAn-aavA4C
40
・4
K町
Hr--P〉
ワ
~fuk'パド
.
fk
パシ
A
ι

女
く
も
膜
下
出
血
に
つ
い
て

山
梨
医
科
大
学
助
教
授

脳

神

経

外

科

深

田T

⑦ 63.12.1広報しよろわ



.... r水墨画を通して、心豊かな老後でありたい。J

(60歳)河野孝枝さん

(飯喰)

墨
色
の
美
に
魅
せ
ら
れ
て

若
い
頃
は
、
子
育
て
が
終
っ
た

な
ら
、
「
あ
れ
も
し
よ
う
」
「
こ

れ
も
し
よ
う
」
「
あ
ち
こ
ち
旅
を

し
よ
う
」
な
ど
、
な
ど
、
夢
に
画

き
な
が
ら
、
苦
労
に
も
耐
え
て
過

し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
そ
の
時
が
来
て
「

き
あ
、
こ
れ
か
ら
私
自
身
の
た
め

の
人
生
が
初
ま
る
の
だ
」
と
、
意

》』

'γ
ウ

気
込
ん
で
み
た
処
で
生
活
に
は
何

の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。
依
然
と

札
て
兼
業
農
家
の
主
婦
。「
こ
ん
な

筈
で
は
な
か
っ
た
」
と
ぼ
や
く
事

も
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
肩
の
荷

は
軽
く
な
り
、
「
晴
耕
雨
読
」
と
云

え
る
程
度
の
暇
な
ら
で
き
て
き
ま

し
た
。
き
あ
、
何
か
ら
初
め
よ
う

ム
M

「
俳
画
が
描
け
た
ら
良
い
な
あ
」

一
首
認
め
た
色
紙
の
隅
に
墨
画
の

ス
ケ
ッ
チ
。
「
酒
落
て
い
る
な

あ
」
そ
ん
な
軽
い
気
持
ち
で
、
書

庖
か
ら
水
墨
画
入
門
書
を
求
め
ま

し
た
。
入
門
書
片
手
に
独
学
で
初

め
た
水
墨
画
。
墨
一

色
で
あ
り
な

が
ら
、
筆
使
い
に
依
っ
て
表
現
さ

れ
る
線
質
の
種
々
。
濃
淡
に
依
っ

易
口
ゐ
口
窓
口
@
口
底
口
窃

栄養改善推進員

山本 くら子さん

(飯喰)

-しょうゆ大きじ 3

・酒大きじ 2

・だし汁カップ 1.5

@摺国

-材料 (4人分)一一

・イカ 1ばい(正味 200g ) 

・里芋 600g 

・ュズ 1個

・砂糖大きじ 4-5

イカと里芋の煮物

d
d
 

亭

-作り方一一
① イカのわたを取り、きれいに洗い、足を 2、3本づっ

に切り、長き 4.5cmに切る。胴は幅 1cmの輪切りにしま

す。

② 里芋の皮をむき、大きいものは 2つに切って下ゆでし

て水でぬめりを洗い流します。

③ やや大きめのなべに砂糖、しょうゆ、酒を入れて煮立

てます。 イカを入れて混ぜながら 2~3 分煮て取り出し

ます。

④ あとの煮汁にだし汁を加えて里芋を入れ、軟らかくな

るまで20分ほど、ときどき返しながら煮ます。

⑤ イカを戻し入れて全体を軽く混ぜ、火を止めて器に盛

り、ユズの皮をおろしてふります。

て
醸
し
出
さ
れ
る
色
彩
の
美
し
き
。

お
ぼ
つ
か
な

独
学
で
は
上
達
も
覚
束
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
二
、
三
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
何
か
良
い
方
法
は
な
い
か
、

ふ
と
眼
に
止
め
た
の
が
通
信
教
育

の
記
事
。
早
速
通
信
講
座
を
受
け

る
事
に
し
ま
し
た
。
白
紙
に
戻
っ

て
基
本
か
ら
教
え
を
受
け
て
み
ま

す
と
「
成
程
な
」
と
納
得
が
で
き

ま
す
。
添
作
指
導
を
受
け
る
の
も

楽
し
い
も
の
で
す
。

現
在
は
、
い
つ
の
日
か
吾
家
の

床
の
間
に
、
私
の
描
い
た
水
墨
画

を
自
信
を
持
っ
て
掲
げ
よ
う
と
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
も

の
に
挑
戦
し
て
、
心
豊
か
な
老
後

で
あ
り
た
い
と
願
う
毎
日
で
す
。

砂
季
節
の
イ
カ
と
里
芋
を
組
み
合
わ

せ
て
ユ
ズ
の
風
味
を
添
え
る
季
節

感
あ
る
一
品
で
す
。

こ
う
ぼ
う
川
柳

後
継
が
集
く
て
美
耐
を
も
て
余
レ

初
孫
を
宝
の
よ
う
に
そ
っ
ピ
花
き

悲
風
に
ゆ
れ
て
愛
レ
け
お
く
れ
愛

安
々
子
に
も
心
ノ
レ
食
べ
ろ
ピ
害
て
お
き

何
事
も
丸
く
お
さ
め
て
よ
寿
の
春

ダ
イ
ヤ
の
指
輪
二
人
に
幸
近
い

悲
レ
さ
を
全
身
に
受
け
・
無
我
に
居
ゐ

宝
る
に
勝
る
輝
き
健
象
鼻
、

選
別
は
え
暗
殺
け
に
金
遣
い

正
直
は
宝
ピ
岳
父
宮
け
戒
レ

涼
風
ピ
は
去
に
ウ
イ
ド
本
支
ヘ

激
論
を
丸
く
お
さ
め
る
年
の
功

丸
い
骨
が
子
供
ピ
孫
を
育
て
上
げ

健
衰
を
我
が
身
の
宝
ビ
目
々
忠
ふ

健
象
に
感
謝
余
立
を
丸
く
主
義
」

涼
レ
さ
を
夜
空
に
上
げ
る
犬
花
火

使
家
を
宝
に
余
立
を
趣
味
に
ま
さ

丹
精
を
供
へ
て
仰
ぐ
十
三
夜

~ 1毎
歩才色
譲1て
つがp
てげ

今ば
同月
をが
丸丸
くす
伍ぎ
みる

家
計
縛
へ
弟
子
対
九
っ
て
彩
を
添
へ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
界
を
パ
ッ
ク
に
火
の
演
技中
沢

ゲ
ー
ト
玉
訂
て
ば
小
気
味
の
空
の
青

夏
冷
え
が
も
た
ら
す
薄
い
宣
の
秋

弁
v2 

志
野

矢
崎

ム
キ
美
伐
子

森
凶

磯
部

森
凶
み
ず
ほ

域
内
美
代
子

沢F
相
原
あ
き
子

t又

意
本

63.12.1⑧ 

夏
子

広報しよろわ

竜
皇

紅

花
五
校

ヰも

校
久
子

春
雰



(
父
)
正
文

(
母
)
さ
と
み

ん目く
・
生

島

正

日

脚

佳

此

河

軒

目

臼

左

s

d
l
 

h
p
名
前
の
由
来
「
佳
」
に
大
地
の
様
な
広
い
心
を
持
ち
何
事

に
も
努
力
を
重
ね
、
優
れ
た
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
。

「
正
」
は
父
親
の
一
字
を
と
っ
て
名
付
け
ま
し
た
。

(
父
)

(
母
)

一
孝
ひ
ろ
子

砂
名
前
の
由
来
日
本
的
な
心
の
優
し
い
子
に
育
つ
よ
う
に
と

願
い
を
こ
め
て
名
付
け
ま
し
た
。
笑
顔
を
絶
や
き
な
い
明
る

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
父
)
重
洋

(
母
)
く
み
子

上河東

中村綾乃ちゃん

S 62.8. 24生

西条二区

早川っかさちゃん
S 63.3.15生

砂
名
前
の
由
来
ど
ん
な
事
に
も
負
け
な
い
、
強
く
か
し
こ
く

き
わ
や
か
に
、
と
の
願
い
を
こ
め
て
命
名
し
ま
し
た
。

元
気
に
健
や
か
に
育
っ
て
い
ま
す
。

す
こ
や
か

通

信

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

《
叱
る

• 
ほ
め
る
》

子
供
を
育
て
、
し
つ
け
る
上
で
か
ほ

め
る
u

ほ
う
が
、

H

叱
る
。
よ
り
良
い

と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
で
は

H

ほ
め
る
。
の
が
、
な
ぜ
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
ほ
め
ら
れ
る
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
や
自
分
の
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
体
験
を
す
る
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の

ね
う
ち
を
高
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
大

げ
さ
で
な
く
、
こ
の
世
に
生
れ
存
在
す

る
ね
う
ち
が
あ
る
と
い
う
気
持
ち
を
育

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

H

成

長
す
る
。
と
い
う
こ
と
へ
の
希
望
に
も

つ
な
が
り
、
希
望
こ
そ
、
人
を
い
き
い

き
と
意
欲
的
に
生
活
さ
せ
る
源
に
な
る

も
の
で
す
。
こ
れ
は
子
供
に
限
ら
ず
お

と
な
で
も
、
誰
で
も
が
経
験
す
る
こ
と

で
し
ょ
、
っ
。

一
方
、
。
叱
ら
れ
る
。
と
い
う
体
験

は
、
自
分
の
評
価
が
下
げ
ら
れ
る
こ
と

を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
り
、
た
い
へ
ん

い
や
な
こ
と
で
す
。
い
や
な
こ
と
だ
か

ら
避
け
た
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
叱

ら
れ
て
評
価
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
自

分
を
ふ
る
い
立
た
せ
て
評
価
を
高
め
る

べ
く
努
力
を
す
る
。
そ
の
こ
と
が
し
つ

け
や
教
育
に
効
果
を
も
た
ら
す
わ
け
で

す。
そ
こ
で
、
叱
っ
た
あ
と
の
戸
フ
タ
ー

ケ
ア
(
手
当
て
)
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

子
供
が
あ
や
ま
っ
た
り
、
努
力

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
親
が
い

つ
ま
で
も
怒
っ
て
い
て
は
失
敗
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
愛
情
豊
か
に
叱
ら
れ

て
育
っ
た
子
供
は
た
と
え
他
人
や
先
生

に
叱
ら
れ
で
も
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
た

り
希
望
を
失
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
叱
ら
れ
、
た
く
さ
ん
ほ

め
ら
れ
る
子
供
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
、
ほ
め
方
、
叱
り
方
と
し
て

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
子

供
の
し
た
具
体
的
な
行
為
や
、
考
え
た

こ
と
を
そ
の
対
象
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、

「
何
を
さ
せ
て
も
ダ
メ
な
子
だ
」
と
か

「
×
×
よ
り
も

O
O
の
ほ
う
が
利
口
だ
」

と
か
人
格
そ
の
も
の
を
対
象
に
し
な
い

こ
と
、
叱
る
と
き
は
ネ
チ
ネ
チ
で
は
な

く
カ
ラ
リ
と
、
が
原
則
で
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

。
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
ほ
ど
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
々
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
川
西
利
夫
き
ん
(
築
地
新
居
)
亡
く

な
ら
れ
た
母
ハ
ル
さ
ん
が
使
わ
れ
て
い
た

回
転
式
ベ

ッ
ド
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

磯
部
な
ほ
枝
さ
ん
(
紙
漉
阿
原
)
多
額

の
現
金
を
寄
付
し
て
く
だ
き
い
ま
し
た
。

鷹
野
た
つ
子
き
ん
(
河
東
中
島
)
町
内

の
学
習
会
な
ど
の
講
師
料
と
し
て
受
領
し

た
金
額
全
額
を
寄
付
し
て
く
だ
き
い
ま
し
た
。

日
昭
和
六
十
三
年
十
月

一
日

1
十
月

日

…
二
十

一
日
ま
で
の
届
出

(
敬
称
略
)
…

-V山
山

生
・

…

日

氏

名

保

護

者

地

区

-

H

海

野

祐

介

譲

押

越

-

u

薬

袋

彩

由

仁

西

条

一

区

日
内

藤

利

城

孝
明
西
条
一
区

日

…
田

中

雄

平

久

治

築

地

新

居

H

H

有

賀

敬

祐

幸

司

飯

喰

九

日
高

野

和

哉

義

和

西

条

一
区

日

日
佐

野

朝

美

正

男

河

東

中

鳥

・

"
笠

羽

恵

美

園

三

西
条

二
区

"
木

内

雄

紀

武

史

西

条

二

区

“

叫
長

瀬

恵

太

博

志

河
束
中

島

“

…
深

津

俊

明

幸

一

河

西

…

日
長

津

理

奈

由

久

河

西

.

u

竹
中
ゆ
か
り

洋

西
条

二
区

-

u

牛

山

裕

肇

飯

喰

“
三

村

明

日

香

忠

則

築

地

新

居

日
堀

之

内

志

直

隆

男

西

条

一
区

日

…
池

田

梨

乃

健

一

西
条
一

区

…

"
市

川

博

章

惇

彦

河

西

日

一
中

川

愛

美

成

実

西

条

二

区

-

u
横

田

昌

幸

敏

幸

西

条

一

区

・

…

・
婚

姻

・

…
八

時

明

前

〉

上

河

東

二

区

…

…
八
時
時
十
一
一
一
副
〉
西

条
一
区

…

.

¥

今

津

重

雄

/

ハ

i

k

V

飯

喰

・

.

/
虞
瀬
日
実
子

¥

M

，

¥

熊

谷

剛

/

I

i

“

川
/
/
山
口
小
百
合
¥
」m

f

H
¥
五

味

研

二

/

.

・

〈

f
k

リ
主
三
¥
〉
清
水
新

居

・

'

d↓
小

手

↑

当

コ
/

劃

.
¥

岩

波

秀

樹

/

I

i

-

u
/
矢

崎

敬

緯

子

¥

伊

E

.

¥

名

執

陽

/

“

ハ

L
V
飯

喰

/

贋

瀬

み

さ

子

¥

…
八

一

山

崎

町

〉

紙

漉

阿

原

…

，. 



年
末
・
年
始
の
業
務

役
場
・
総
合
会
館
な
ど

十
二
月
二
十
九
日
嗣
か
ら
一
月
三
日

ωま
で
、
役
場
業
務
は
休
ま
せ
て
頂
き

ま
す
。ま
た
、
中
央
公
民
館
・
総
合
会
館
・

温
泉
は
十
二
月
二
十
八
日
制
か
ら
一
月

四
日
制
ま
で
休
館
し
ま
す
の
で
合
わ
せ

て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
年
末
・
年
始
の
休
み
中
も
役
場
に
は
、

宿
日
直
者
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
緊
急

の
ご
用
件
は
包
万
1
2
1
1
1
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

懐3
士し一
次い
￥昭
吾想

緒。呉

「
昭
和
町
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
」
で
は
¥
二
十
一
世
紀
巳
向
け

て
¥
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
程

υ
温
故
知
新
N

と
い
う
言
葉

を
テ
ー
マ
に
し
て
¥
古
き
良
き
時
代
の

ま
ち
(
村
)
を
見
直
し
¥
今
後
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
行
こ
う
と

い
う
話
、
ガ
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
¥
町
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
¥

昭
和
の
昔
懐
し
い
写
真
、
又
は
フ
ィ
ル

ム
を
お
持
ち
の
万
ガ
ご
ざ
い
ま
し
だ
ら

ぜ
ひ
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
¥
役
場
都
市
開
発
課

(
包
花

1
2
A
i
d
-
4
1
内
線
⑩
)
ま
で
。

刊は月
4
t

日
か
ら
A
l

月
刊
日
ま
で

「
年
末
年
始
特
別
警
戒

取
締
り
」
期
間
で
す

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
皆
さ
ん
の

大
切
な
財
産
を
狙
う
「
空
き
巣
狙
い
、

ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
、
強
盗
」
な
ど
の

犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
防

ぐ
た
め
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
月
十
日

ま
で
を
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
」

期
間
と
し
、
警
戒
活
動
を
強
化
す
る

一

方
、
防
犯
協
会
や
民
聞
の
防
犯
団
体
と

協
力
し
て
防
犯
診
断
や
特
別
パ
ト

ロ
ー

ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
や
職
場
で
も
防
犯
の
万
全
を

図
り
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

昭
和
警
察
官
駐
在
所
よ
り

第40回「人権週間Jのお知らせ
12月10日は世界人権デーです。

昭和63年は、世界人権宣言が国際連合で採択されてから40周年に

当たる記念すべき年です。法務省と全国人権擁護委員連合会では、

本年も12月4日から10日までの 1週間を「人権週間Jと定め国民の
皆きんに人権意識の普及高揚を呼びかけています。

今年の人権週間の強調事項は、次の5つですが、これを実現する
ことは国民すべての願いです。それぞれの趣旨を御理解いただき、

お互いの人権を尊重して明るい社会をつくりましょう 。

(1) 国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう

(2) いじめ、体罰の根を絶とう
(3) 部落差別をなくそう

(4) 女性の地位を高めよう

(5) 障害者の完全参加と平等を実現しよう

「
住
宅
需
要
実
態
調
査
」

に
ご
協
力
を

建
設
省
お
よ
び
県
で
は
「
昭
和
六
十

三
年
山
梨
県
住
宅
需
要
実
態
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
日
頃
、
住
宅
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
に
な

っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
住
宅
の
改
善
に
つ
い

て
将
来
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
お
持
ち

に
な

っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
伺
う
も
の

で
、
今
後
の
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
の
住

宅
施
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
貴
重

な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

十
二
月
七
日
ま
で
の
聞
に
調
査
員
が

調
査
対
象
と
し
て
頂
き
ま
し
た
各
家
庭

を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

いじめ、体罰は、児童・生徒に対する重大な人権侵害て‘す。

l人で悩まず、いじめ、体罰テレホン相談をご利用ください。

.0552-52-7151 (甲府地方法務局 .0556-22-0148(甲府地

方法務局鰍沢支局)・0554-43-4381(甲府地方法務局都留支局
〔町人権擁護委員は次のとおりです。〕

井口 等西条4286 fi 75 -2050 

雨宮作弐河東中島2026 岱 75-2048

田中良夫築地新居629 fi 75-3197 

「特設人権身の上相談所jを開設します。

.日時 12月15日(禍

午前10時から午後3時まで

.場所 田富町総合会館

※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

無
料
法
律
相
談
を
開
設

相
続
、
離
婚
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
な
ど
な
ん
で
も
受
付
け
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
0

・
日
時
十
二
月
七
日
附
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で

・
場
所
白
根
桃
源
文
化
ホ

l
ル
(
宮

M
M
1
3
4
1
1
)
 

・
お
問
合
せ
山
梨
県
弁
護
士
会
(
宮

お
1
7
2
0
2
)
ま
で
。

※
相
談
に
関
係
す
る
書
類
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
先
着
三
十
名
前

後
で
打
ち
切
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

5 
安
全
な
た
き
火

S
つ
の
ポ
イ
ン
ト

こ
れ
か
ら
は
、
た
き
火
を
す
る
機
会
が

多
く
な
る
時
期
で
す
。
そ
こ
で
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
た
き
火
を
し
ま
し
ょ
う
。

1

風
が
吹
く
時
は
し
な
い
。

た
き
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
し
な
い
。

水
バ
ケ
ツ
(
消
化
用
具
)
を
用
意

す
る
。

後
始
末
は
完
全
に
す
る
。

甲
府
地
区
消
防
本
部
よ
り

2 3 4 

-R「
家
庭
で
話
し
合
お
う
・
図
解
・
交

通
安
全
」
と
「
あ
な
た
を
狙
う
悪
徳

商
法
」
は
、
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。

ノ

広報しよろわ

役
場
嘱
託
職
員
の

採
用
募
集
に
つ
い
て

63.12.1⑬ 

役
場
で
は
、
環
境
美
化
へ
の
速
や
か

な
対
応
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
次
の
要
領
に
よ
り
嘱
託
職
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

-
職
種
と
募
集
人
員

・
嘱
託
業
務
員

土

木

・

衛

生

業

務

一

名

・
応
募
資
格
(
町
内
在
住
者
を
優
先
採

用
)

A
V

学
歴
・
年
齢
不
問
(
た
だ
し
、
六

十
歳
未
満
を
優
先
)

・
大
型
ま
た
は
普
通
自
動
車
免
許
証

所
持
者

・
応
募
締
切
り

・
十
二
月
二
十
日

ω午
後
五
時
ま
で

た
だ
し
、
募
集
定
員
に
達
し
た
場

合
は
随
時
締
め
切
る
も
の
と
す
る
0

・
応
募
先

-
役
場
総
務
課

(
岱
河
1
2
1
1
1

内
線
@
・
②
)
ま
で
履
歴
書
を
添

え
て
直
接
申
し
込
む
こ
と
。

[町内交通事故]
発生件数」

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

オO月分--
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12月22日制

総合会館

砂 I期・・・昭和61年 3月 1日~昭和61年 8月31日ま

での出生児

砂II期… I期 3回を完了して 1年から 1年 6か月
以内の者

惨昭和60年 9月 1日~昭和61年 2月28日までの出
生児で未接種者

持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。体温は必ずはかつ

てください。

O問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱している者、または著しい栄養障害者。
2.心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。
3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内
の者。

インフルエンザ予防接種後2週間以内の者。

l年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

ネ重接予防

午後 1時-2時

..0.. 
Eコ

ヨヨ
l.tt 種

時

所

児当

日
場
該

査

実施日 受付時間及び地区 該 当 児 場所

12月14日 午後 1時00分~ 昭和62年11月出生児。

(ぶ)
(常永地区)

昭和63年2月出生児。
午後 1時30分~ ;f.;会仏、メ仁入3 

12月15日
(西条地区)

昭和63年 5月出生児。
会館

午後 2時00分~
(木) (押原地区) 昭和63年 8月出生児。

吾合
ロジ康健児手し

西条新田西条一区西条二区清水新居

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東 上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後 2時30分ですのでご承知くだきい

12月21日(7j()

午後 l時-1時30分

総合会館

昭和63年8月1日~

9月30日までの出生児。

母子手帳

霊会
ロジ倹科外再ラ穀Z児手し

実施日

受付時間

場所

該当児

4 

5. 

特ち物

年末年始のし尿汲み取りについて

年末のし尿汲み取りは、 12月29日闘で終了いたします。年
始は、 |月 6日(針から通常業務となります。
なお、年末は業務が混雑いたしますので、 20日までに町指

定業者に依頼してくだきい。

・清掃申し込みはつぎの町指定業者へ

惰)中巨摩産業 fi73-21 57 

由子手帳受付及び一般健康相談日

12月6日(火)・10日仕)・ 24日(土)

午前 9時-11時30分
場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

児

時日

12月16日倒

午後 1時-2時

総合会館

昭和60年 9月1日~昭和60年11月30日までの出

生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ

ての質問票

※尿検査がありますのでご承知おきください。

査雪合
ロジ康健歳3 

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

日

日 時 12月23日幽

場 所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

〔犬をお飼いのみなさまへ〕

このところ、飼い犬の放し飼いによる事故や苦情が増えて

います。犬はクサリなどで飼うことになっていますので必

ず守ってください。

集

午前10時20分 -10時25分

U文5苗犬用不

昭
和
町
ど
ん
な
ま
ち
?
・

め
グ
f
f

¥，

SJ'い
』
F

〉
シ
〉

1
t
r
C
W
ニ

λ
内

M
v
l

』

C
W
I
¥
キバリ

っ
て

「
町
の
様
子
を
知
り
た
い
の
で
す
が
、

手
軽
に
利
用
で
き
る
も
の
は
な
に
か
あ

り
ま
せ
ん
か
」
|
|
こ
ん
な
声
を
新
し

く
転
入
し
て
き
た
人
や
昭
和
町
を
訪
れ

た
人
な
ど
か
ら
よ
く
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
町
で
は
、
「
昭
和
町
っ
て
こ

ん
な
町
な
ん
で
す
よ
」
と
い
っ
た
こ
と

を
一
冊
に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を

製
作
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
は、

B
5
判
で
十
六
ペ
ー
ジ
の
カ
ラ

l
刷
り
。

農
・
産
業
を
初
め
、
歴
史
、
文
化
・
教

育
、
福
祉
な
ど
「
青
空
と
緑
と
産
業
の

ま
ち
」
昭
和
町
を
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
を

使
っ
て
わ
か
り
易
く
紹
介
し
て
あ
り
ま

す
。ま
だ
お
手
も
と
に
な
い
方
は
、
役
場

カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

...完成した町ガイドブック。表

紙は、昭和バイパス沿いの「コ

スモス街道jで飾られています。

⑪ 63.12.1広報しよろわ



砂舎月の故事・ことわざ‘
しょうねん たいし いだ

少年よ 大志を抱け
将来ある若者は、雄大な志をもって行動せよという、

灘励のこと!込山明治時代、札幌農学枝(舎の北海道大学

の前書〉 で教鞭をとつだ米人フラー7ガ、去るlこあ疋っ
て学生疋ちに残しだことぱ。

山
内

ω山内。
山
口
む

山

(ω
川
町
刷

8
 
8
 

DECEMBER=師走(しわす)

入浴サービス(総合会館午後 l時-)
3歳児健康診査(総合会館)

第 8回少年空手道大会(6 P参照)

保育所入所説明会(押原保育所 7P 
参照)

役場嘱託職員応募締切り日 (10P参
照)

心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
行政相談(中央公民館.午後 l時-)
乳児整形外科検診(総合会館)

3種混合予防接種(総合会館)

不用犬猫収集日(総合会館前)

日

)

炎
館
相
会
康
合

む
健
総

持
般
(
式

口
一

業

針

び

終

付
及
室
付
教
交
リ
帳
ビ
手
ハ
子
リ
母

押原・西条小

押原中終業式

役場御用納め(10P参照)
中央公民館、総合会館、温泉休館

(ー l月4日)

16 年末年始特別警戒取締り期間 (10P 
参照)

17(金融機関定休日 )

18 

19 
中巨摩郡駅伝大会(白根巨摩中グラ
ンド)

20年末年始交通事故防
H止県民運動
v (-1月10日)

21 
心配ごと相談 (総合会館午後 1時
行政相談(中央公民館午後 1時-)
交通事故出張相談(玉穂町総合会館
午前10時~午後 3時)

無料法律相談 (10P参照)

22冬至

ロU生誕子太白=一

n
d
 

nζ 

入浴サービス(総合会館午後 1時-)
親子スケート教室(甲府アイスパレ
ス午後6時30分-)

25クリリハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)

26 

27 
保育所入所説明会(上河東保育所 7
P参照)

28官庁御用納め保育所入所説明会(常永保育所 7P 
参照)

29 
心配ごと相談(総合会館午後1時-)
乳児健康診査(総合会館)

30 
し
ら
日

越
は
晦

年
大
大
aq--
n
d
 

歳末助け合い運動(ー31日)映画の日
鉄の記念日

2 

3 
4人権週間 (-10日)

5
 母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)6 
ア大雪

8針供養

24クリスマス イフ9身体障害者福祉週間
( -15日)

障害の日

1 世界人権デーO年末年始の輸送など
に関する安全総点検
(-1月10日)

金融機関定休日

11 

12 

13 

14 

P
E
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所
参
育
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口
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)

児
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乳
特
保
参

15年賀郵便特別扱い

※粗大ゴミ

収集日

広報しよろわ

年末収集業務は左記の 日程で行います。

特に新しい年を迎える準備でゴミの量が一段

と多くなることが予想きれます。収集最終日

がそれぞれ異なりますので、最終日に集中 し

ないよう計画をもって処理を進めてください。

【最終収集日}

※燃える 物

※燃えない物

63.12.1⑫ 

29日附

28日嗣

21日制

21日嗣

28日制

全地区

西条地区

押原地区

常永地区

全地区

第4水曜日

28日

14日

28日

7日

21日

毎月

第 1水曜日

第 3水曜日

2日 ・6日. 9日

13日・ 16日.20日

23日・27日'29日同

|日 ・5日 ・8日

12日・ 15日.19日

22日 .26日.29日


